
≪令和3年度一般質問≫ ＜令和3年12月定例会＞

公共交通のステップアップについて

町として「起業者応援事業」に取り組んでみてはと提案いたします。
「新しくこんなことをやってみたいが、資金が足りない。」「実績が無
く銀行の融資が借りられない。」など、若い人たちがせっかく新しい発
想や意欲があったとしても、諦めざるをえない状況は多々あるのではな
いかと考えられます。

そのような方々を支援することで、田上町への定住促進、開業率の向
上、ひいては産業の活性化にもつながるのではないでしょうか。

＜令和3年9月定例会＞

起業者応援事業について

地域学習センター調理室の活用について

地元食材の加工や研究に利用してほしいと願い、設置された調理室で
すが、常設のカフェを運営するとしたら、地域コミュニティの一つとし
ての価値や利用度も向上すると考えられます。運営する事業者を公募し
てもよいでしょうし、カフェとして調理室を利用するという考え方は、
今後の地域学習センターの利用法を検討していく上で、視点を変えた施
設利用の突破口になるのではないかとも考えます。

＜令和4年3月定例会＞

プレミアム商品券のデジタル化を！

プレミアム商品券のデジタル化を検討してもよいのでは。スマート
フォンを持っていない方はＱＲコードがついたカードが発行され、お店
のほうで、読み取り決済される方法もあります。

ウクライナ侵攻と平和教育

ウクライナ侵攻は既に対岸の火事ではありません。記憶に新しいと
思っていた湾岸戦争も既に31年前のこととなり、31歳未満の方は湾
岸戦争さえ知らないことになります。
若者や子どもたちが戦争の悲惨さを知らずに、大義名分を掲げ参戦

しないよう、大切な田上の子どもたちに戦争の悲惨さを伝えていかな
ければなりません。

公共交通のター
ゲットとして高齢者
に重きを置いてきま
したが、プラスして
（高校生を含む）子
供達・観光客も対象
であり、その方々に
とって「乗って楽し
い」「降りても楽し
い」公共交通である
ことが必要です。

「公共交通づくり」
は「集まりたい場所
づくり」とセットで
す。特に子供達が自
由に動けるというこ
とは、実は人口流失
を防ぐ地域存続のた
めにすごく大事なこ
とで、便の良いとこ
らから人は流出しな
い傾向があります。お店でも特別な端末

は必要なく、手軽に
導入可能となってき
ています。観光客が
田上で利用できるデ
ジタル通貨として活
用の可能性も考えら
れます。



なごみレター
中野 和美 議会報告

令和3年度 主な田上町議会の動き

≪令和3年度一般質問≫

≪議員発議≫

令和4年9月定例会

・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求
める意見書

令和4年3月定例会

・拉致被害者全員の即時帰国を求める意見書

・ロシアのプーチン大統領によるウクライナへの侵略に断固抗議
する決議

・県が平成28年に住民と約束した県央基幹病院整備基本計画を
実行し、知事による計画変更を撤回するよう求める意見書

≪連合審査会≫コロナ対策一部 討議資料

田上町吉田新田丁245-5 中野 和美 TEL 090-7235-0773 

≪令和3年度 主な議決事項≫

◎令和２年度一般会計・特別会計、歳入歳出決算は原案どおり認
定
◎新たなコロナ支援策に3,272万9千円を専決
◎子育て世帯への臨時特別給付金、年内に10万円給付決定
◎令和４年度より国民健康保険税、未就学児の均等割を５割軽減
◎令和４年度一般会計当初予算額 48億4,000万円
◎第６次田上町総合計画基本構想及び前期基本計画策定 ＜令和3年6月定例会＞

利用しやすい病児保育園へ

病児保育園を有効的に利用するには、児童の自宅から病児保育園にお
願いするまでのパイプが必要です。町内の定年退職された児童指導員や
保育士の方で声かけがあれば、自宅へ迎えに行って、通院、病児保育園
まで送迎可能な方がいらっしゃるとのことです。是非、子育て支援策の
一つに加えてはいかがでしょうか。

ワクチンの有効利用について

多くの方は接種を希望されると思いますので、無駄になることの無い
利用を。アナフィラキシー反応が出る可能性があるなど、いろいろな理
由から接種を希望されない方もいると考えられます。接種は個人の意思
を尊重し、希望されない方には接種を強要することのないようにお願い
します。

国民健康保険税の決め方について

均等割に含まれる６歳未満の子どもの減免制度を取り入れている市町
村が既にあり、厚生労働省でも令和４年４月より予算化する方向となり
ました。子どもが増えると税が加算されることは、子育てを応援したい
という町の思いと逆行しています。
今後できるならば義務教育を終えるまで、減免されることを願います。

事 業 名 予 算 額

プレミアム付き商品券 3,585万3千円

農業経営継続支援金 2,032万円

湯田上温泉宿泊補助 600万円

PCR検査費用助成 910万6千円

指定管理者支援金 402万7千円

減収対策緊急支援金 530万9千円

たがみの赤ちゃん特別定額給付金 501万3千円
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